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編集後記 �
今年も、この時期限定のオレンジ色の鮮やかな柿棚が美しい、ころ柿を作っ
ている「武州ころ柿生産者組合」を取材しました（表紙、P12）。組合の方
のころ柿づくりに対する熱い思いを特集ページとして広報に掲載したいの
ですが、紙面の関係で限りがあるのが悔やまれます。ですが、町民の方に
広報をきっかけにころ柿の存在を知ってもらえれば私も嬉しいです。まだ、
ころ柿を食べたことがない方は、この機会にいかがでしょうか？（田中）

9
比企９市町村にはそれぞれ魅力ある史跡や観光スポットがあります。
毎月１市町村ずつ特集をして比企の魅力を余すことなくお伝えしま
す。第４回目は、「小川町」です。

源頼朝は13歳の時、平治の乱で父・義朝が破れ、伊豆の蛭ケ小島に流罪と
なりました。厳しい生活を送る頼朝に、乳母で養育係であった比企禅

ぜ ん に

尼
は、比企の地から比企能員とともに、平家のとがめを怖れず20年間に渡っ
て支援を続けました。この恩に頼朝は、鎌倉に幕府を開くと比企一族に、
現在の比企谷と妙本寺周辺に広大な土地と屋敷を与えました。比企一族と
将軍との間に姻戚関係が深まり、幕府の重責を担うようになると、幕府の
実権をねらう北条時政にとっては重大な懸念材料となりました。頼朝が落
馬事故で死去し、頼家が２代将軍になるとその実権を取り上げ、13人の有
力御家人による合議体制を一方的に決定。「鎌倉殿の13人」の誕生です。

比企能員も「１３人」の１人です。しかし、実権を握ったのは北条時政・政子です。ここから陰
謀と抗争、暗殺がはじまり、比企一族が悲運に見舞われました。時政は薬師如来の落慶法要と偽っ
て能員を私邸に呼び出し暗殺、さらに大軍で比企の館を襲い一族を滅亡させました。これが比
企の乱です。この年、仙覚が常陸国（茨城県）で生まれており、比企一族と深い関わりのある
人物と伝わります。

小川町イメージキャラクター
星
すたむ

夢ちゃん

仙覚律師とは
鎌倉時代の僧侶で13歳から鎌倉の新釈迦堂等で修業をしながら、『万葉歌』の研究
に一生を打ち込みました。難しい悉

しったん

曇文字や万葉仮名のため、全く読めなかった
152首を含め、4500首以上の歌を全て読み64歳で『万葉集』を完成させた人物です。

仙覚律師と小川町
『万葉集』完成後、仙覚律師の研究地が小川町に移ります。難解な『万葉集』を
後世に託すには、解説書が重要であるとして編さんにとりかかり、日本初の『万
葉集註釈』を小川町で完成させました。『万葉集註釈』奥書に「文永６（1269）
年３月２日に麻

ま し う ご う

師宇郷で書写した」と仙覚が書き残しています。小川町が『万葉
集』のゆかりの地であることを物語っており、業績をたたえる４ｍを超える仙覚
律師顕彰碑が中城跡に建つ所以です。

小川町・仙覚律師遺跡碑
高さ４ｍ・横1.2ｍ
厚さ20㎝の巨碑
撰文
佐佐木 信綱

鎌倉 妙本寺総門

比企一族が眠る墓域
妙本寺境内

比企一族と「鎌倉殿の13人」

比企一族の滅亡と仙覚

鎌倉と小川を結んだ仙覚

比企の歴史まるわかり！

第四回

次回 比企一族の菩提寺「金剛寺」のある「川島町」です。

市町村広報リレー 小川町版
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町の動き　(　)内は前月比

人　口	 19,637（+22）
　　男	 10,034（+15）
　　女	 9,603（+ 7）
世帯数	 8,094（+24）
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